
子どもたちの笑顔輝く
学びに向かって

西条市教育委員会 学校教育課

西部ウイングサポートセンター

青木 里美

2022.9.20

西条市障がい者自立支援協議会

子ども部会研修



☆今日のタイムテーブル☆

第１部

「小・中学校における、応援を必要とする

子どもたちへの体制について」

第２部

「就学相談について」

第３部

「就学相談や日々の相談で大切にしたい

こと」





就学相談とは・・・

本人に合った適切な支援の方法を検討する相談

本人に合う支援（質・量）を行うために、より
よい学びの場がどこかを検討する相談

学びの場を選択するかどうか判断するときは必
須（退級も含む・通級指導教室利用時は別）

保護者・本人の思いを大切にする相談

困っている子が、安心して力を発揮できるよう
にするためにどうしたらよいかを考える相談！
決して子どもに障がいを押しつけるものでも、

排除するものでもない！



就学相談・就学先決定の在り方について
（1）早期からの教育相談・支援

子ども一人一人の教育的ニーズに応じた支援を保障する
ためには、乳幼児期を含め早期からの教育相談や就学相談
を行うことにより、本人・保護者に十分な情報を提供する
とともに、幼稚園等において、保護者を含め関係者が教育
的ニーズと必要な支援について共通理解を深めることによ
り、保護者の障害受容につなげ、その後の円滑な支援にも
つなげていくことが重要である。また、本人・保護者と市
町村教育委員会、学校等が、教育的ニーズと必要な支援に
ついて合意形成を図っていくことが重要である。

乳児期から幼児期にかけて、子どもが専門的な教育相談
・支援が受けられる体制を医療、保健、福祉等との連携の
下に早急に確立することが必要であり、それにより、高い
教育効果が期待できる。

共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進（報告） 概要



（2）就学先決定の仕組み

早期からの教育相談・支援や就学先決定時のみなら
ず、その後の一貫した支援についても助言を行う。

就学時に決定した「学びの場」は固定したものでは
なく、それぞれの児童生徒の発達の程度、適応の状況
等を勘案しながら柔軟に転学ができることを、すべて
の関係者の共通理解とすることが重要である。

就学相談の初期の段階で、就学先決定についての手
続の流れや就学先決定後も柔軟に転学できることなど
について、本人・保護者にあらかじめ説明を行うこと
が必要である（就学に関するガイダンス）。

共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進（報告） 概要



学びの場の形態
障がいのある子供の教育に関する基本的な方向

性としては，障がいのある子供と 障がいのない子
供が、可能な限り同じ場で共に学ぶことを目指す
べきであるが、その場合には、

「それぞれの子供が、授業内容が分かり学

習活動に参加している実感・達成感をもち

ながら、充実した時間を過ごしつつ、生き

る力を身に付けていけるかどうか」

これが 最も本質的な視点であり、このことを踏ま
えた就学先となる学校や学びの場の選択となっている
かどうかの確認も必要である。

障害のある子供の教育支援の手引～子供たち一人一人の教育的ニーズを踏まえた学びの充実に向けて～

（令和3年6月30日）



多様な学びの場の役割
子どもたちの将来の健全な自立を促す自立活動

必ずしも全てを自分でできるようにすることを目
指すのではない。自分で「助けを求められる力」を
育てる。自分の得意と苦手の把握（メタ認知）

少人数で学習をするということだけではない。本
人に合った学習方法を提供し、より楽に安心してで
きることを増やす。

交流の学級で学ぶときは、交流の先生に本人に合
った支援ツールを提供する。

社会に出て行く子どもたち→集団の中でもうまく
いく適応力をつける。

子ども理解の視点や
支援方法を啓発する役目



日常の教育相談との違いは？

本人に適した指導
・支援の方法を検討
する。

必ず発達検査を勧
めるわけではない。

発達検査を実施し
た場合それをもとに
支援の方法を共通理
解する。

日常の教育相談 就学相談

本人に適した指導・支援
の方法及び学びの場の選択

発達検査を行う。

保護者と学校が書類を提
出する。

発達検査の結果から支援
の方法を共通理解する。

教育委支援委員会を経て
保護者・学校に判断結果が
送付される。



特別支援教育の対象の概念

小中学校

・１学級４０名が上限

（小学１年生は３５名）※市によって柔軟に

・少人数指導などのために加配

教員を配置（全ての学校ではない）

・人数が少なくなると複式学級も

・支援員の加配は確約しかねる

通常の学級

～義務教育段階～

《どんなところ？》

通級指導教室の応援よりも、より

たくさん本人に応じた応援を行う。

・子どもたち一人一人の実態に合

わせて、少人数の指導の時間と

交流学習（集団）の時間のバラン

スを考えたカリキュラムを作成

・上限が８名の少人数指導

※市町によって特例有

・学校体制によっては、柔軟に個

別の時間も検討可能

《種別》知的障がい、肢体不自由、

病弱・身体虚弱、弱視、難聴、言

語障がい、自閉症 ・情緒障がい

特別支援学級
《どんなところ？》

学校教育法施行令第

２２条の３にある対象

となる子どもに、専門

性のある手厚い応援

を行う。

・ 上限６名の少人数指導

※担任が２名入ることが

多い。

・子どもたち一人一人に

合わせたカリキュラムを

作成

※教科等は支援学校に

よって異なる

・交流及び共同学習とし

て、地域の学校と交流す

る。
《種別 》視覚障がい、聴

覚障がい、知的障がい、

肢体不自由、病弱

特別支援学校

《どんなところ？》

通常の学級に在籍している子どもを対象に、集団の中で

の指導だけでなく本人に応じた個別の応援を行う

・週１時間～週８時間程度

（※ 実際にはそこまで利用できない状況）

・個別指導、少人数のグループ学習

・LD、ＡＤＨＤの子どもに対しては、指導の効果を考えて

月１時間から

通級指導教室

西条市教育委員会



通級指導教室（言語障がい、自閉症・情緒障がい、弱視、難聴、学習障がい（LD）、注意欠陥多動性障がい（ADHD）肢体不自由、病弱・身体虚弱）

特別支援学級（知的障がい、肢体不自由、病弱・身体虚弱、弱視、難聴、言語障がい、自閉症・情緒障がい）

特別支援学校（視覚障がい、聴覚障がい、知的障がい、肢体不自由、病弱）

西条市就学相談から就学までの流れ

西条市教育支援委員会

園・所・校内

教育支援委員会

就学相談申込の検討 常時就学相談実施（園・所・学校、保護者書類作成）

教育支援委員会

実態把握・相談結果
をもとに

就学先や支援方法

の検討・判断

保護者

就学相談の同意

市教育委員会

判断結果等の通知

※ 保護者・園・所・校へ

保護者の希望確認

就学先の決定

通級指導教室利用
（入学後） 申請書又は同意書を提出

特別支援学級入級 （市→保護者→市）

特別支援学校入学

同
意

担任

保護者等

気づき

困り感

ウイングサポートセンタ―に連絡・申し込み・日程調整

東部（0897）56-8114 西部（0898）68-1520

園や学校を訪問

参観・実態把握

発達検査

を実施

教育相談

検査結果・支援方法

就学に向けて

就学先の見学

相談・ケース会など

園・所・学校
ウイングサポート

センターなどに相談

※必要に応じて市教育委員会との教育相談

迷

少人数での手厚い応援には、お子様が安

心して学校生活を送り、より力を発揮でき

るようにさまざまな種別があります。

園や学校の先生に
相談することから
スタート！



障害のある子供の教育支援の手引～子供たち一人一人の教育的ニーズを踏まえた学びの充実に向けて～

（令和3年6月30日）



実態把握

教育相談

就学予定先

見学・体験・相談
就学先の決定

小6入級済児童

在籍児童生徒

就学予定幼児

ウイングでの常時就学相談

教育支援委員会
※ 新入児・在籍児童・生徒の新年度入級のためには１1月教育支援員会までに
※ 特別支援学校への就学・転学は10月教育支援委員会までに

※ 支援学級新設対象ケースは8月教育支援委員会までに

西条市就学相談 年間計画（令和４年度）

集中教育相談

支

教育支援
委員会

６／２、 ７／７、 ８／４・１８、 ９／１・２９、 １０／２７、 １１／２４

夏休み集中教育相談（小6）



教育支援委員会とは・・・

就学相談で得た情報をもとに、支援方法を検討す
る中で、必要な支援の量や質を考え、適当だと思う
学びの場を判断する。

（※決定するわけではない。あくまで、その会での判断）

教育支援委員

医師、福祉関係者、親の会の代表、

幼・保・小・中・特別支援学校の教員、

市教育委員会主幹

教育支援委員は教育委員会が任命

年８回実施（本年度の西条市は）



市教育委員会

判断結果等の通知
※ 保護者・園・所・校へ

保護者の希望確認

就学先の決定
通級指導教室利用（入学後）
特別支援学級入級 を希望する場合は
特別支援学校入学

申請書又は同意書を提出
（市→保護者→市）

同
意

就学先の見学
相談・ケース会

など
園・所・学校

ウイングサポート
センターなどに相談

※必要に応じて市教育委員会との教育相談

迷



全ての子が参加でき
楽しく、分かる、できる授業

子ども一人ひとりの学ぶ力が育つ授業

個別的な配慮や支援を受ける権利

授業の
ユニバーサル
デザイン化

これをしても尚難しい･･･

発達
障がい

視覚
障がい

聴覚
障がい

知的
障がい

肢体不
自由

病弱・
身体虚
弱

家庭
環境

国籍

言語
障がい

言葉の
壁 不器用

不安・
敏感 不登校緘黙

LGBT
QIA+

など…



どの子も笑顔でいられるように・・・

選択でき
る権利





ご清聴ありがとうございました
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